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当協会は保健・医療・福祉の発展に寄与し「元気で住みやすい熊本県」になるよう努力します
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“THE
 肩こり!”
その肩こり、なにが原因？
理学療法士がお教えします！

PT Worker
KPTA ニュース

DO Gyan!! ～理学療法ワンポイントアドバイス～

活動報告

理学療法士のお仕事
熊本城マラソン2016に
ボランティアとして参加しました！

小児｢理学療法支援マップ｣の
ご紹介
第22回介護教室 ほか

ほか

　

4
月
16
日
を
本
震
と
す
る
一
連

の
地
震
に
よ
り
、
故
郷
熊
本
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
地
震
で
犠
牲
に
な
っ

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

共
に
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
被
災
者
支
援
活

動
と
し
て
災
害
時
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
チ
ー
ム（
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
）

の
一
員
と
し
て
現
在
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
は
発
災
後

6
ヶ
月
を
め
ど
に
活
動
を
行
い
ま

す
が
、
我
々
は
す
べ
て
の
被
災
者

の
方
が
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
日

ま
で
、
何
ら
か
の
形
で
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
を
支
え
る
、
再
建
し
て
い

く
こ
と
の
お
手
伝
い
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
使
命
で
あ

り
、
私
た
ち
理
学
療
法
士
の
責
務

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
笑

顔
が
戻
る
ま
で
、
私
た
ち
は
あ
き

ら
め
ま
せ
ん
。
今
一
度
、「
笑
顔
を

あ
き
ら
め
な
い
」を
合
言
葉
に
、

頑
張
ろ
う
！
熊
本
。

『
熊
本
地
震
に
際
し
て

　
　
　
　
　

思
う
こ
と
』

熊
本
県
理
学
療
法
士
協
会

会
長　

北
里　

堅
二



かくどけい  Vol.121 2かくどけい  Vol.1213

その肩こり、なにが原因？
理学療法士がお教えします！

“THE 肩こり！”
“THE 肩こり！”

特集
特集

毎日の習慣として取り入れたい肩周囲に対するストレッチ方法をご紹介します。
体が温まり筋肉がリラックスしている入浴後は特に効果的です。

❶パソコン作業や車の運転など、長時間同じ姿勢を
とることが多い。

❷運動不足気味で、家でゴロゴロしていることが多い。
❸仕事や家庭でストレスを感じる。
❹メガネ・コンタクトの度が合っていない。
❺枕が合わず、寝苦しいことがある。
❻湯船に浸からずシャワーですませることが多い。
❼体に冷えを感じることが多い。
❽いかり肩、なで肩である。
❾足を組んで座る癖がある。
10 バッグはいつも同じ側の肩にかけている。

肩こりに対するストレッチ

　頭の後ろに手を添え、頭を前に
倒し、首の後ろの筋肉をストレッ
チします。

　両手を組んだまま前に伸ばし
て背中も丸め、背中の筋肉をスト
レッチします。

（右側を伸ばす場合）
左手を右側の側頭部に当て、腕の
重みで頭を横に倒し、首の横の筋
肉をストレッチします。

（右側を伸ばす場合）
頭の上で右側の肘を左手でつか
み、引っ張ることで腕～脇腹にか
けての筋肉をストレッチします。

（右側を伸ばす場合）
右肘を左手で押さえたまま、胸に
引きつけて真横に伸ばし肩の筋
肉をストレッチします。

両手を背中の後ろで組み、背すじ
を伸ばしたままで胸を張り、胸・
肩の筋肉をストレッチします。

●毎日行うことが大切です。

●反動をつけず、ゆっくり行ってください。

●呼吸を止めないようにしてください。

●関節を痛める場合があるため、痛みを我慢し
ての過度なストレッチは行わないでください。

●痛みが強い時や、首や肩の炎症がある時は行
わずに、医師へご相談ください。

運動を行う際の
ポイント！

ストレッチは20秒程度を目安に行います。

　

肩
こ
り
に
は
2
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
症
候
性
肩
こ
り
で
す
。

こ
れ
は
原
因
と
な
る
疾
患
が
あ
り
、

そ
の
疾
患
の
治
療
に
よ
り
改
善
が

期
待
で
き
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　

2
つ
目
は
原
発
性
肩
こ
り
と
い

い
、特
別
な
原
因
と
な
る
疾
患
は

な
く
、悪
い
姿
勢
や
過
労
な
ど
の

要
因
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
り
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し

て
は
、一
般
的
に
、〝
全
身
を
使
わ

ず
、同
じ
筋
肉
の
み
使
い
つ
づ
け

る
〞こ
と
で
、筋
肉
の
中
で
は
血
管

が
圧
迫
さ
れ
ま
す
。
す
る
と
酸
素

　

肩
は
、背
骨
・
肩
甲
骨
・
上
腕
骨
・

鎖
骨
か
ら
な
る
複
数
の
関
節
を
20

以
上
も
の
筋
肉
で
包
み
、重
い
頭

や
腕
を
支
え
動
か
し
て
い
ま
す
。

が
不
足
し
、乳
酸
と
い
う
物
質
が

作
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
筋

肉
は
硬
く
な
り
、疲
労
を
起
こ
し
、

こ
り
と
し
て
多
く
現
れ
る
の
で
す

（
図
１
）。

ど
う
し
て「
肩
こ
り
」

は
お
こ
る
の
？

肩
周
辺
の
解
剖

し
ょ
う
こ
う
せ
い

　日常生活の中で、｢あー、肩こった…｣。多くの人が一度は言ったことがある
のではないでしょうか？それもそのはず、平成25年国民生活基礎調査では、性
別にみた有訴者率で、男性では2位、女性では1位となるほど、国民にはなじ
み深い言葉となっています。そんな肩こり、実は病名ではなく｢肩周囲の筋肉の
緊張状態に由来する症状｣を指すのです。なぜ、肩こりがこんなにも多くの人を
悩ませているのか…。一緒に考えてみましょう！

　

そ
の
中
で
肩
こ
り
に
関
与
す
る

主
な
筋
肉
は
、頭
と
鎖
骨
を
つ
な

ぐ
胸
鎖
乳
突
筋
、首
か
ら
背
中
に

あ
る
僧
帽
筋
、背
骨
か
ら
肩
甲
骨

に
あ
る
菱
形
筋
や
広
背
筋
、胸
に

位
置
す
る
大
胸
筋
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
筋
肉
は
、肩
を
動
か

す
だ
け
で
は
な
く
、肩
甲
骨
の
正

常
な
位
置（
背
骨
の
中
心
か
ら
左

右
対
称
に
約
5
〜
6
㎝
離
れ
て
い

る
）の
保
持
や
、姿
勢
の
維
持
に
も

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、肩

周
囲
の
筋
力
・
筋
の
柔
軟
性
の
低

下
に
よ
り
肩
甲
骨
の
位
置
が
ず
れ

て
し
ま
い
、姿
勢
が
悪
く
な
り
、肩

こ
り
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す（
図
2
・
3
・
4
）。

【図2】体の前側の骨や筋肉【図3】体の後ろ側の骨や筋肉

【図4】悪い姿勢の一例

【図1】こりの発生メカニズム

げ
ん
ぱ
つ
せ
い

に
ゅ
う
さ
ん

き
ょ
う
さ
に
ゅ
う
と
つ
き
ん

そ
う
ぼ
う
き
ん

こ
う
は
い
き
ん

だ
い
き
ょ
う
き
ん

り
ょ
う
け
い
き
ん

　

肩
こ
り
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
と

改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
10
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
該
当
数
が
多
い
ほ
ど
肩

こ
り
が
起
こ
り
や
す
い
生
活
習
慣
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
要
注
意
！
。

肩
こ
り
危
険
度
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ェ
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筋肉が緊張こりが発生

筋肉が血管を圧迫

圧迫された
血管で乳酸の
生成・蓄積

筋肉で酸素が不足



　理学療法士は、ケガや病気などで身体に障がいのある人や障が
いの発生が予測される人に対して、基本動作能力（座る、立つ、歩
くなど）の回復や維持、および障がいの悪化の予防を目的に、運動
療法や物理療法（温熱、電気などの物理的手段を治療目的に利用す
るもの）などを用いて、自立した日常生活が送れるよう支援する医
学的リハビリテーションの専門職です。
　生き甲斐やその人らしさをサポートする自立支援、生活支援、
健康増進、介護予防などの分野や、教育や研究などさまざまな場
面で活躍しています。
　今回は理学療法士としての役割を、回復期に焦点を当てて紹介
していきます。

45

山鹿温泉リハビリテーション病院　
総合リハビリテーション部 高口　聡

理学療法士ってどんな仕事？ 私たちはこんな仕事をしています！理学療法士の仕事

理学療法士のお仕事

生活期回復期急性期

PT  Worker

　

回
復
期
と
は
、
発
症
や
手
術
後
早
期
の

急
性
期
治
療
を
行
っ
た
患
者
さ
ん
を
速
や

か
に
迎
え
、
そ
の
人
本
来
の
生
活
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
を
促
す
時
期
で
す
。

　

理
学
療
法
士
を
含
め
た
医
療
専
門
職
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
体
の
状
態

を
正
し
く
評
価
し
、
状
況
を
見
極
め
、

様
々
な
選
択
肢
の
中
か
ら
理
学
療
法
を
計

画
し
、
実
行
し
ま
す
。
体
の
機
能
の
回

復
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
患
者
さ
ん

を
元
の
生
活
に
戻
す
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

と
が
理
学
療
法
士
の
役
目
で
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
、

脳
血
管
疾
患
又
は
大
腿
骨
頸
部
骨
折
等
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
日
常
生
活
動
作
能

力
の
向
上
に
よ
る
寝
た
き
り
の
防
止
と
家

庭
復
帰
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
集
中
的
に
行
う
た
め
の
病
棟
で

あ
り
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

要
す
る
状
態
の
患
者
さ
ん
が
常
時
8
割
以

上
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

現
在
、
熊
本
県
に
は
約
47
の
病
院
に
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
職
種
で
連
携
を
取

り
、
患
者
さ
ん
の
在
宅
へ
の
復
帰
を
目
標

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

急性期病床
（早期離床・早期リハ開始）

日本理学療法士協会「理学療法士ガイド」より引用

（写真掲載はご本人の承諾済み）

回復期リハビリテーション病棟

（機能回復・ADL向上・自宅復帰）

通所リハ・訪問リハ・短期入所
（生活機能の維持・向上、自立生活の推進・
介護負担の軽減、QOLの向上）

医療療養病床、介護老人保健施設 
（生活機能の維持、向上）

など

など
入院
入所

在宅
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回復期リハビリテーション病棟 特集

患者さんの
よりよい生活の
再建のために…

医 師 ケア
ワーカー看護師

理学
療法士

作業
療法士

言語
聴覚士

放射線
技士

医療
相談員

医療
事務

薬剤師

栄養士

　

突
然
の
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ

る
障
害
は
、
以
降
の
生
活
維
持
・

継
続
に
大
き
な
不
安
を
与
え
ま
す
。

そ
し
て
障
害
を
持
ち
な
が
ら
の
生

活
は
そ
の
人
の
思
い
を
遂
行
す
る

妨
げ
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
方
々
に
、
私
た
ち
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
は
、
早

い
段
階
か
ら
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
も

と
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ

が
困
難
で
あ
っ
て
も
よ
り
近
づ
け
る

よ
う
に
、「
そ
の
人
ら
し
さ
」を
求
め

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
入
院
生
活
で
の
自
立

は
社
会
生
活
へ
の
第
一
歩
。
限
ら

れ
た
入
院
日
数
の
中
で
、
よ
り
早

い
機
能
の
回
復
を
目
指
し
て
、
そ

し
て
生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
な

能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
、

そ
れ
が
私
た
ち
に
責
務
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

朝日野総合病院
総合リハビリテーションセンター 大脇  秀一

　

当
院
は
、
熊
本
市
北
区
に
位
置

し
、
病
床
数
3
7
8
床
を
有
す
る

総
合
病
院
で
す
。
そ
の
中
で
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は

45
床
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
方
か

ら
超
高
齢
者
、
ま
た
透
析
療
法
中

の
方
や
、
脊
髄
損
傷
の
方
と
多
岐

に
渡
る
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に

入
棟
後
す
ぐ
に
家
屋
訪
問
を
行
い
、

生
活
環
境
、
趣
味
・
行
動
範
囲
等

を
確
認
し
た
も
の
を
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
反
映
し
提
供
い
た

し
ま
す
。
患
者
さ
ん
1
人
1
人
の

生
活
を
考
慮
し
、
定
期
的
に
多
職

種
が
集
ま
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
き
、
方
向
性
・
リ
ハ
ビ
リ
内
容

の
修
正
・
提
案
を
ご
本
人
・
ご
家

族
に
行
い
、
心
身
の
改
善
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
最
高
の
満
足
を
得

ら
れ
る
よ
う
信
頼
関
係
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
（
追
記
）先
般
の
熊
本
地
震
で
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
復
興
に
向
け
て
地
域
の
皆
様
方

と
共
に
進
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
・
ご
支
援
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

宇城総合病院
リハビリテーション部 山口  里美

　

宇
城
総
合
病
院
は
熊
本
の
県
南
に

あ
る
宇
城
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
急
性
期
か
ら
亜
急
性
期
、
回
復

期
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
救
急
医
療

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

シ
ー
ム
レ
ス
な
医
療
を
提
供
し
、

状
態
が
安
定
さ
れ
た
ら
地
域
の
か

か
り
つ
け
医
に
紹
介
す
る
と
い
う

役
割
を
果
た
し
て
い
る
病
院
で
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
は
56
床
で
、
約
7
割
が
整
形

疾
患
（
大
腿
骨
近
位
骨
折
、
脊
椎

圧
迫
骨
折
な
ど
）、3
割
が
脳
血
管

疾
患
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）、

1
割
未
満
で
廃
用
症
候
群
の
患
者

さ
ん
が
入
棟
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
医
療
を
重
視
し
、
回
診

や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
多
職
種

が
一
堂
に
会
し
、
患
者
さ
ん
の
状

態
や
環
境
に
つ
い
て
の
情
報
共
有

す
る
機
会
を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
。
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実際に理学療法を受けて
おられる県民の皆様の声
を掲載しています。 

ぎゃん（こんな）豆知識、
ぎゃん（こんな）運動を理学療法士が
分かりやすく教えます！

　

9
年
前
か
ら
人
工
透
析
を
受
け

て
い
ま
す
。
足
腰
が
弱
ら
な
い
よ

う
透
析
中
も
下
半
身
の
運
動
を

行
っ
た
り
と
、
自
分
な
り
に
注
意

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
内
臓
の

手
術
を
受
け
て
か
ら
寝
た
き
り
と

な
っ
て
し
ま
い
、
何
を
す
る
に
も

手
伝
い
が
要
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま
る
と
、
身

体
の
弱
っ
た
所
を
鍛
え
る
こ
と
で

痛
み
も
軽
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

家
の
構
造
な
ど
も
考
慮
し
た
上
で

リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
く
れ
た
の
で

安
心
で
き
ま
し
た
。

　

退
院
が
見
え
て
き
た
矢
先
、
再

度
手
術
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
一
か
ら
や
り
直
し
で
す
が
頑

張
れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん
成
果
が
出
る

の
が
分
か
り
ま
し
た
の
で
引
き
続

き
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

88
歳　

男
性

    

（
熊
本
市
西
区
在
住
）

Do Gyan!!
ワンポイ

ント

 アドバ
イス！

理学療法

体験記
理学療法

体験記

かくどけい  Vol.121かくどけい  Vol.121

「のんびり育つ  子どもと保護者のための
  理学療法支援マップ」をご存知ですか？

　私たち理学療法士は、生まれもった心身の状態、病気、事故
の影響で何らかの困難や遅れがあるお子さんのとのかかわりと
して、発達支援や就学支援を行っています。
　お子さんの潜在的な能力を最大限に引き出し、心身機能の改
善を図ることや、ご自宅や学校などで行える理学療法や生活方
法の提案、補装具(靴、椅子など)の検討などを行い、健やかな
成長を支援しています。

　お子さんの発達の速さは様々で、不安を抱えているお母さんもいらっ
しゃると思います。そんな方々の専門職のパートナーとしてお手伝いし
たいという思いから、｢のんびり育つ 子どもと保護者のための 理学療
法支援マップ｣を作成しています。

⬇当協会のホームページよりダウンロードすることができます。

　今回は、子育てアドバイスの中から、｢抱っこ｣について紹介します。抱っこはお母さんとの
スキンシップだけでなく、様々な発達を促すとても大切なものです。

首が不安定な場合は、子ど
もの首から肩にかけて持
ち、他方の手でお腹をかる
く押さえるようにします。

子どものお尻から足を抱
えて、ママのお膝に座ら
せます。

子どもの頭と背中を包み
込むようにして、向かい
合います。

❶体を包み込むようにしっか
りと持ち、安定させましょう。
❷周囲からの刺激に敏感な赤
ちゃんはバスタオルなどで
包み込みましょう。
❸首のすわりが不十分な場合
には、肩から包み込み頭を
安定させましょう。

抱っこをするときに
気を付けることは？

熊本県理学療法士
協会の公益事業の
報告をします

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
‼

『
痛
み
を
減
ら
し
て
笑
顔
を
増
や
そ
う
』

  

市
民
公
開
講
座
開
催
‼

KPTANEWS協会ニュース
Vol.07

　

去
る
平
成
28
年
2
月
21
日
に
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
6
が
開
催
さ
れ
、
歴
史
巡
り
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
で
は
約
1
1
，9
0
0
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
早
春

の
熊
本
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

本
大
会
も
第
5
回
目
を
迎
え
、
熊
本
県
理
学
療

法
士
協
会
も
第
1
回
大
会
よ
り
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の

皆
様
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
35
㎞
地
点
よ

り
少
し
の
先
の
け
や
き
通
り
沿
い
で
、
21
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、

主
に
ア
イ
シ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

テ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
ア
イ
シ
ン
グ
が
約
1
2
0
0
名
、
ス
ト

レ
ッ
チ
が
1
3
5
名
と
大
勢
の
方
々
が
利
用
さ
れ

ま
し
た（
数
字
の
上
で
は
全
ラ
ン
ナ
ー
の
約
1
割

強
に
対
応
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
！
）。
今
年
は

活
動
場
所
が
沿
道
の
す
ぐ
脇
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
た
め
か
、
特
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
テ
ー
ピ
ン
グ
は

例
年
と
比
べ
る
と
よ
り
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

特
に
午
後
1
時
過
ぎ
か
ら
は
順
番
待
ち
が
で
き
る

ほ
ど
で
、
ア
イ
シ
ン
グ
用
に
た
っ
ぷ
り
用
意
し
て

い
た
氷
が
全
部
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
況

振
り
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
な

が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
ひ
と
踏
ん
張
り
、
と
い
う
地

点
で
の
ア
イ
シ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
こ
と
で
、
利
用
さ
れ
た
方
々
か
ら
は「
冷

や
し
た
ら
足
が
軽
く
な
り
ま
し
た
」「
と
て
も
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
！
」「
も
う
少
し
頑
張
れ
ま

す
」「
こ
れ
で
完
走
で
き
そ
う
で
す
」「
す
ご
く
あ

り
が
た
い
で
す
！
」な
ど
嬉
し
い
言
葉
を
た
く
さ

ん
頂
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
疲
れ

が
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。
今
年
は

1
1
，2
0
9
名
の
方
が
完
走
さ
れ
ま
し
た
が（
完

走
率
9
4
･
1
9
％
）、
当
協
会
の
活
動
が
少
し
で

も
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
の
力
に
な
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
当
協
会
は
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
を
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
！

　

平
成
28
年
2
月
28
日
に
、
熊
本
保
健
科

学
大
学
に
て
第
19
回
熊
本
県
理
学
療
法
士

学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
県
民
の
皆
様
を
対
象
に『
痛
み
を
減
ら

し
て
笑
顔
を
増
や
そ
う
〜
肩
・
腰
・
膝
の
運

動
療
法
〜
』と
い
う
テ
ー
マ
で
、
市
民
公
開

講
座
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ

り
50
名
近
い
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

当
協
会
会
員
で
あ
る
松
原
賢
太
さ
ん
、

澤
村
拓
朗
さ
ん
、
吉
永
龍
史
さ
ん
の
3
名

よ
り
、
肩
や
腰
、
膝
に
生
じ
た
痛
み
の
原

因
や
、
痛
み
と
姿
勢
と
の
関
係
な
ど
、
身

体
チ
ェ
ッ
ク
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
操
を
交
え

な
が
ら
、
講
演
と
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
痛
み
に
着
目
し
た
テ
ー

マ
で
と
て
も
良
か
っ
た
」「
分
か
り
や
す
く

丁
寧
で
良
か
っ
た
」「
家
事
の
合
間
と
か
テ

レ
ビ
を
見
な
が
ら
や
っ
て
み
ま
す
」「
ま
た

や
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
あ
り
が
た
い
お
言
葉

を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。
講
座
終
了

後
も
、
多
く
の
方
に
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
当
協
会
は
理
学
療
法
士
の
専
門

性
を
活
か
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
！

ボランティア
スタッフによる
ストレッチ風景

座
っ
て
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導

分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
指
導
を

心
が
け
て
い
ま
す
！

基本的な抱っこの仕方

検 索熊本県　理学療法支援マップ

POINT

  多くの
方々に

ご利用頂
きました

！



公益社団法人

熊本県理学療法士協会

編／集／後／記

TEL/FAX 096-389-6463
〒861-8045 熊本市東区小山2丁目25-35
E-mail：kpta_kat@mtg.biglobe.ne.jp

　この度の地震で犠牲になった方のご冥福
をお祈りすると共に、被災されたすべての
方に心よりお見舞い申し上げます。今回の
地震で私も被災者となり、近隣の方々との
繋がりがいかに重要かを改めて感じまし
た。また報道などを通じ、日本全国より故
郷熊本に対し様々な形で支援が行われてい
ることに感謝しつつ、復旧の時期を迎えた
今、当協会としてできることをしっかりと
行っていきたいと思います。
「負けんばい、熊本！」 （坂田大介)

協会ホームページ

熊本県理学療法士協会 検 索 ケータイからもアクセスできます！

http://www.kumamoto-pt.org/

〈シンボルマークコンセプト〉
　テーマは『共創』です。人とひとが向かい
合い、手と手を取り合う姿を、熊本の地形を
デフォルメしたデザインに託しています。

赤：火の国、青：水の都、緑：阿蘇・天草

⬇ 当協会ホームページもご覧ください！ ⬇

理学療法士を
目指しませんか？

ご一緒に
いかがですか？

耳寄りな情報
詰まってます!

活 動 報 告
第22回 介護教室 第18回 テーピング講習会 第７回 専門領域部

糖尿病班研修会

　平成28年1月16日 熊本保健科学大
学にて、第22回介護教室が開催しまし
た。テーマを｢産業理学療法って何？
～企業に産業理学療法を売る～｣と題
し、関西労災病院治療就労支援セン
ターの理学療法士、高野賢一郎先生を
講師として迎えました。理学療法士34
名、作業療法士1名の参加がありまし
た。企業や就労者の健康対策を行う領
域として、その対象者は非常に多く、
疾病予防の重要性をお話し頂きました。
需要も増えてきており理学療法士とし
ての強みを生かすことができる分野で
あると、興味深い内容となりました。
後半は実際に行われている腰痛予防体
操を参加者全員で実践し、現場でもす
ぐに使えるような充実した研修会とな
りました。

　去る平成28年2月7日(日)、熊本整
形外科病院にてテーピング講習会を開
催しました。講師は専門領域部スポー
ツ班の理学療法士(日体協公認アスレ
ティックトレーナーの有資格者)が務
め、今回は13名の参加がありました。
中には県外の方や、80代の女性の方も
参加され、｢自分でテーピングを巻け
るようになりたい｣と熱心に受講され
ていました。
　午前中はテーピングの基礎知識に関
する講義、午後からテーピングの性
質・機能・扱い方などのポイントを踏
まえた実技指導を行いました。参加者
からの疑問・質問に答えながら巻くコ
ツをお伝えし、楽しく進めることが出
来ました。

　平成28年2月28日、市民会館崇城大
学ホールにて｢糖尿病性腎症｣をテーマ
に研修会を開催しました。透析導入の
原因第1位である糖尿病性腎症につい
て、医師、看護師、管理栄養士、臨床工
学技士、理学療法士を講師に迎え、そ
れぞれの側面からお話いただきました。
　約80名の様々な職種の方が参加され
ていました。糖尿病には多くの職種が
関わっていることを再認識し、我々理
学療法士も協力してよりよい医療を提
供していきたいと感じました。


